令和　２　年度　となみ散居村学習講座

　と　な　み　散　居　村　を　学　ぶ　

　　第　２　回　
・期　日　　令和２年８月１日（土）　９時～１３時（出発・到着予定時刻）
・テーマ　　となみ散居村の信仰の歴史と今
第1部
　　　　　　「　砺波地方における真宗の伝播と“勝興寺”　」
郷土研究家　　尾田　武雄　先生
郷土研究家　　白江　秋広　先生
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　　　　　　　　　　　　　（　勝興寺安養御坊跡　小矢部市　）

　第2部
　　　　　　「　重要文化財“勝興寺”保存修理事業の完工を迎えて　」
勝興寺まちづくり(協) 　前事務局長　　針山　康雄　先生
勝興寺文化財保存・活用(事) 評議員 針山　和子　先生
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　　　　　　　　　　　　　　　　（　雲龍山 勝興寺　高岡市 ）
1.　主　　　催　　となみ野田園空間博物館推進協議会・となみ散居村ミュージアム
２.　後　　　援　　砺波散村地域研究所


３.　趣　　　旨　

４.　会　　　場　　となみ散居村ミュージアム情報館・研修室

５.　今回主旨 　「砺波地方、さらには北陸一円、今に多くの信者が存在する浄土真宗、
　　　　　　　　　　　中世にさかのぼれば、福井の吉崎御坊が拠点とされるが、富山県
（越中国）には、国の東西から伝播の道が存在する。
今回は、高岡市伏木にある勝興寺の大保全修理事業がほぼ完了
したことから、この見学を現地案内者に依頼し、バス車中で、寺伝と
砺波地方（平野）との関わりを、地元の研究者から学ぶ。」
６.　進　　　行　　バス/乗車　 　　８：４０　～　　ミュージアム
                 /出発　　　　９：００　～　（乗車確認ののち）
第1部　　　～１０：００　　　バス車中で説明 　尾田・白江　先生
（バス降車・移動）
第2部    　 １０：００　　　勝興寺到着（バス毎のグループに分かれる）
１０：００　～　案　　内　　　　針山康雄・和子　先生
１２：００　　　（勝興寺出発予定）
バス/帰着　 ～１３：００      ミュージアム　　
７.　その他　 （１）現下のコロナ感染症対策により、受講の員数及び形態を制限します。このため、事前に申し込みされた方のみ、受講、参加できます。
（２）見学において、バスの乗車位置等は主催者の指示に従うように
お願いします。

　　　　　　　  　（３）毎回の受講料及び受講方法は、都度、郵送にてお知らせします。

　　          （４）受講者数を制限する関係上、即日定員になる場合があります。
８.　次回の講座計画
	　

　　　次回　8月29日（土曜日）午後1時30分

～となみ散居村の地域財産再発見　（講義）～

「砺波平野にみる用水路の展開と今日的課題
　　　　　　　―水路網の発達から転落事故対策まで―」
　　　　　
～となみ散居村の地域財産再発見（講義と見学）～　　10月開催
「酒造業を取り巻く現状と課題」（仮題）　　　　　　　　


砺波平野の散居村の歴史、文化、民俗、伝統などの学びを通じて、地域社会を理解するとともに、全国に誇る散居村の魅力を発信し、将来に向けて望ましい保全と活性化につなげる。
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